
(57)【要約】

【課題】　装置全体の小型化が図れるとともに、装置の

メンテナンス性に優れたプロジェクタシステムおよびリ

アプロジェクタ、さらにはこれらに用いるスクリーンを

提供する。

【解決手段】　本発明のスクリーン４は、複数のスクリ

ーン部材を備え、複数のスクリーン部材が、画像光の一

部を無散乱で透過可能、かつ画像光の他の一部を散乱さ

せつつ透過可能な第１のスクリーン部材２と、画像光の

一部を散乱させつつ反射可能な第２のスクリーン部材３

とを少なくとも含む。また、本発明のプロジェクタシス

テム１は、上記スクリーン４を備えるとともに、第１の

スクリーン部材２の視認側とは反対側に複数のプロジェ

クタ７が備えられ、複数のプロジェクタのうちの第１の

プロジェクタ５からの画像光が第１のスクリーン部材２

に投射され、第２のプロジェクタ６からの画像光が第１

のスクリーン部材２を介して第２のスクリーン部材３に

投射される。

【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 複 数 の ス ク リ ー ン 部 材 を 備 え 、 前 記 複 数 の ス ク リ ー ン 部 材 が 、 投 射 さ れ た 画 像 光 の 一 部
を 散 乱 さ せ る こ と な く 透 過 可 能 、 か つ 前 記 画 像 光 の 他 の 一 部 を 散 乱 さ せ つ つ 透 過 可 能 な 第
１ の ス ク リ ー ン 部 材 と 、 散 乱 す る こ と な く 前 記 第 １ の ス ク リ ー ン 部 材 を 透 過 し た 前 記 画 像
光 の 一 部 を 散 乱 さ せ つ つ 反 射 可 能 な 第 ２ の ス ク リ ー ン 部 材 と を 少 な く と も 含 む こ と を 特 徴
と す る ス ク リ ー ン 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 第 １ の ス ク リ ー ン 部 材 が 、 前 記 画 像 光 の 一 部 を 散 乱 さ せ る こ と な く 透 過 可 能 な 状 態
と 前 記 画 像 光 の 他 の 一 部 を 散 乱 さ せ つ つ 透 過 可 能 な 状 態 と を 時 間 的 に 切 り 替 え 可 能 と さ れ
た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の ス ク リ ー ン 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 第 １ の ス ク リ ー ン 部 材 が 、 前 記 画 像 光 の 他 の 一 部 を 散 乱 さ せ つ つ 透 過 さ せ る と と も
に 、 各 々 が 回 動 可 能 と さ れ た 複 数 の ス ク リ ー ン 部 材 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に
記 載 の ス ク リ ー ン 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 第 １ の ス ク リ ー ン 部 材 が 、 散 乱 状 態 と 透 明 状 態 と を 切 り 替 え 可 能 な 高 分 子 分 散 型 液
晶 パ ネ ル か ら 構 成 さ れ る ス ク リ ー ン 部 材 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の ス ク
リ ー ン 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 第 １ の ス ク リ ー ン 部 材 が 、 前 記 画 像 光 の 一 部 を 散 乱 さ せ る こ と な く 透 過 可 能 な 部 位
と 前 記 画 像 光 の 他 の 一 部 を 散 乱 さ せ つ つ 透 過 可 能 な 部 位 と を 有 し て い る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 １ に 記 載 の ス ク リ ー ン 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 画 像 光 の 一 部 を 散 乱 さ せ る こ と な く 透 過 可 能 な 部 位 が 、 前 記 第 １ の ス ク リ ー ン 部 材
に 設 け ら れ た 孔 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ に 記 載 の ス ク リ ー ン 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 第 １ の ス ク リ ー ン 部 材 が 、 前 記 画 像 光 の 一 部 を 散 乱 さ せ る こ と な く 透 過 可 能 で か つ
前 記 画 像 光 の 他 の 一 部 を 散 乱 さ せ つ つ 透 過 可 能 な 半 透 明 ス ク リ ー ン 部 材 を 備 え た こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の ス ク リ ー ン 。
【 請 求 項 ８ 】
　 請 求 項 １ な い し ７ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の ス ク リ ー ン が 備 え ら れ る と と も に 、 前 記 第 １
の ス ク リ ー ン 部 材 の 視 認 側 と は 反 対 側 に 複 数 の プ ロ ジ ェ ク タ が 備 え ら れ 、
　 前 記 複 数 の プ ロ ジ ェ ク タ の う ち の 第 １ の プ ロ ジ ェ ク タ か ら の 画 像 光 が 前 記 第 １ の ス ク リ
ー ン 部 材 に 投 射 さ れ る と と も に 、 前 記 複 数 の プ ロ ジ ェ ク タ の う ち の 第 ２ の プ ロ ジ ェ ク タ か
ら の 画 像 光 が 前 記 第 １ の ス ク リ ー ン 部 材 を 介 し て 前 記 第 ２ の ス ク リ ー ン 部 材 に 投 射 さ れ る
こ と を 特 徴 と す る プ ロ ジ ェ ク タ シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 第 １ の ス ク リ ー ン 部 材 は 、 前 記 画 像 光 の 一 部 を 散 乱 さ せ る こ と な く 透 過 可 能 な 状 態
と 前 記 画 像 光 の 他 の 一 部 を 散 乱 さ せ つ つ 透 過 可 能 な 状 態 と が 時 間 的 に 切 り 替 え 可 能 で あ り
、 前 記 切 り 替 え が １ 秒 間 に ６ ０ 回 以 上 行 わ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ に 記 載 の プ ロ ジ
ェ ク タ シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 第 １ の ス ク リ ー ン 部 材 が 、 前 記 画 像 光 の 一 部 を 散 乱 さ せ る こ と な く 透 過 可 能 な 部 位
と 前 記 画 像 光 の 他 の 一 部 を 散 乱 さ せ つ つ 透 過 可 能 な 部 位 と を 有 し 、
　 前 記 第 ２ の プ ロ ジ ェ ク タ か ら の 画 像 光 が 前 記 第 １ の ス ク リ ー ン 部 材 の 前 記 散 乱 さ せ る こ
と な く 透 過 可 能 な 部 位 の み に 投 射 さ れ る と と も に 、 前 記 第 １ の プ ロ ジ ェ ク タ か ら の 画 像 光
が 前 記 第 １ の ス ク リ ー ン 部 材 の 前 記 散 乱 さ せ つ つ 透 過 可 能 な 部 位 の み に 投 射 さ れ る こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 ８ に 記 載 の プ ロ ジ ェ ク タ シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ １ 】
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　 前 記 第 １ の ス ク リ ー ン 部 材 が 、 前 記 画 像 光 の 一 部 を 散 乱 さ せ る こ と な く 透 過 可 能 で か つ
前 記 画 像 光 の 他 の 一 部 を 散 乱 さ せ つ つ 透 過 可 能 な 半 透 明 ス ク リ ー ン 部 材 を 備 え 、
　 前 記 第 ２ の プ ロ ジ ェ ク タ か ら の 画 像 光 は 、 前 記 第 １ の プ ロ ジ ェ ク タ か ら の 画 像 光 と 同 じ
色 あ る い は 近 傍 の 色 の み の 光 が 選 択 さ れ て 前 記 第 ２ の ス ク リ ー ン 部 材 に 向 け て 投 射 さ れ る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ に 記 載 の プ ロ ジ ェ ク タ シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 請 求 項 １ な い し ７ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の ス ク リ ー ン が 筐 体 に 備 え ら れ る と と も に 、 前
記 筐 体 の 内 部 に 複 数 の プ ロ ジ ェ ク タ が 備 え ら れ 、
　 前 記 複 数 の プ ロ ジ ェ ク タ の う ち の 第 １ の プ ロ ジ ェ ク タ か ら の 画 像 光 が 前 記 第 １ の ス ク リ
ー ン 部 材 に 投 射 さ れ る と と も に 、 前 記 複 数 の プ ロ ジ ェ ク タ の う ち の 第 ２ の プ ロ ジ ェ ク タ か
ら の 画 像 光 が 前 記 第 １ の ス ク リ ー ン 部 材 を 介 し て 前 記 第 ２ の ス ク リ ー ン 部 材 に 投 射 さ れ る
こ と を 特 徴 と す る リ ア プ ロ ジ ェ ク タ 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 第 １ の ス ク リ ー ン 部 材 は 、 前 記 画 像 光 の 一 部 を 散 乱 さ せ る こ と な く 透 過 可 能 な 状 態
と 前 記 画 像 光 の 他 の 一 部 を 散 乱 さ せ つ つ 透 過 可 能 な 状 態 と が 時 間 的 に 切 り 替 え 可 能 で あ り
、 前 記 切 り 替 え が １ 秒 間 に ６ ０ 回 以 上 行 わ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ２ に 記 載 の リ ア
プ ロ ジ ェ ク タ 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 第 １ の ス ク リ ー ン 部 材 が 、 前 記 画 像 光 の 一 部 を 散 乱 さ せ る こ と な く 透 過 可 能 な 部 位
と 前 記 画 像 光 の 他 の 一 部 を 散 乱 さ せ つ つ 透 過 可 能 な 部 位 と を 有 し 、
　 前 記 第 ２ の プ ロ ジ ェ ク タ か ら の 画 像 光 が 前 記 第 １ の ス ク リ ー ン 部 材 の 前 記 散 乱 さ せ る こ
と な く 透 過 可 能 な 部 位 の み に 投 射 さ れ る と と も に 、 前 記 第 １ の プ ロ ジ ェ ク タ か ら の 画 像 光
が 前 記 第 １ の ス ク リ ー ン 部 材 の 前 記 散 乱 さ せ つ つ 透 過 可 能 な 部 位 の み に 投 射 さ れ る こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 １ ２ に 記 載 の リ ア プ ロ ジ ェ ク タ 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 第 １ の ス ク リ ー ン 部 材 が 、 前 記 画 像 光 の 一 部 を 散 乱 さ せ る こ と な く 透 過 可 能 で か つ
前 記 画 像 光 の 他 の 一 部 を 散 乱 さ せ つ つ 透 過 可 能 な 半 透 明 ス ク リ ー ン 部 材 を 備 え 、
　 前 記 第 ２ の プ ロ ジ ェ ク タ か ら の 画 像 光 は 、 前 記 第 １ の プ ロ ジ ェ ク タ か ら の 画 像 光 と 同 じ
色 あ る い は 近 傍 の 色 の み の 光 が 選 択 さ れ て 前 記 第 ２ の ス ク リ ー ン 部 材 に 向 け て 投 射 さ れ る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ２ に 記 載 の リ ア プ ロ ジ ェ ク タ 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 ス ク リ ー ン 、 プ ロ ジ ェ ク タ シ ス テ ム 、 リ ア プ ロ ジ ェ ク タ に 関 し 、 特 に 複 数 の
ス ク リ ー ン 部 材 を 備 え た 多 面 式 ス ク リ ー ン 、 お よ び こ れ を 用 い た プ ロ ジ ェ ク タ シ ス テ ム 、
リ ア プ ロ ジ ェ ク タ に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 プ ロ ジ ェ ク タ か ら 投 射 さ れ た 画 像 光 を 表 示 す る た め の ス ク リ ー ン が 知 ら れ て い る 。 ス ク
リ ー ン に は 透 過 型 と 反 射 型 と が あ る 。 透 過 型 ス ク リ ー ン は 、 プ ロ ジ ェ ク タ と 画 像 鑑 賞 者 （
以 下 、 鑑 賞 者 と い う ） が ス ク リ ー ン を 挟 ん で 反 対 側 に 位 置 す る も の で あ り 、 反 射 型 ス ク リ
ー ン は 、 プ ロ ジ ェ ク タ と 鑑 賞 者 が ス ク リ ー ン に 対 し て 同 じ 側 に 位 置 す る も の で あ る 。 透 過
型 ス ク リ ー ン は 、 プ ロ ジ ェ ク タ か ら 投 射 さ れ た 投 射 光 を 透 過 し 、 そ の 際 に 投 射 光 を 散 乱 さ
せ る こ と に よ っ て 画 像 を 表 示 し て い る 。 ま た 、 反 射 型 ス ク リ ー ン は 、 プ ロ ジ ェ ク タ か ら 投
射 さ れ た 投 射 光 を 反 射 し 、 そ の 際 に 反 射 光 を 散 乱 さ せ る こ と に よ っ て 画 像 を 表 示 し て い る
。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 と こ ろ で 、 多 面 式 ス ク リ ー ン な ど と 呼 ば れ る 、 複 数 の ス ク リ ー ン に 対 し て 画 像 を 投 影 す
る 技 術 が 提 案 さ れ て い る （ 例 え ば 特 許 文 献 １ 、 特 許 文 献 ２ 、 特 許 文 献 ３ ） 。 こ れ ら の 技 術
で は １ つ の 透 過 型 ス ク リ ー ン に 対 し て １ 台 あ る い は 複 数 台 の プ ロ ジ ェ ク タ で 画 像 を 投 影 し
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て お り 、 １ つ の ス ク リ ー ン に 映 し 出 さ れ る 画 像 は 平 面 画 像 で あ っ た り 、 立 体 視 用 の 視 差 画
像 で あ っ た り す る 。 こ の 技 術 を 用 い る と 、 鑑 賞 者 が 仮 想 空 間 に 実 際 に い る よ う な 臨 場 感 を
味 わ う こ と が で き る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ９ － ２ ８ ９ ６ ５ ６ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 ９ － ３ １ １ ３ ８ ３ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 平 ８ － ２ ２ ７ １ ０ ５ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し な が ら 、 上 記 特 許 文 献 に 記 載 の 技 術 に よ れ ば 、 各 ス ク リ ー ン の 背 後 に そ れ ぞ れ プ
ロ ジ ェ ク タ を 設 置 す る 必 要 が あ り 、 複 数 台 の プ ロ ジ ェ ク タ が １ つ の 場 所 に 集 中 し て い な い
た め 、 シ ス テ ム 全 体 の 占 有 面 積 が 大 き く な り や す く 、 メ ン テ ナ ン ス 作 業 も や り に く い 、 と
い う 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 図 １ ０ に 家 庭 用 の リ ア プ ロ ジ ェ ク タ １ ０ ０ の 一 例 を 示 す 。 こ の 例 で は 、 メ イ ン ス ク リ ー
ン １ ０ １ と こ れ に 画 像 を 投 影 す る プ ロ ジ ェ ク タ １ ０ ３ を 内 蔵 し た 筐 体 １ ０ ４ の 下 部 に 巻 き
取 り 式 、 あ る い は 折 り 畳 み 式 な ど の 収 納 可 能 な サ ブ ス ク リ ー ン １ ０ ２ が 設 け ら れ て い る 。
こ の よ う な 構 成 を 考 え た 場 合 、 図 １ ０ に 破 線 Ｈ で 示 し た 領 域 、 す な わ ち メ イ ン ス ク リ ー ン
１ ０ １ か ら は み 出 し た 領 域 に サ ブ ス ク リ ー ン 用 の プ ロ ジ ェ ク タ １ ０ ５ を 配 置 す る 構 成 は 好
ま し く な い 。 な ぜ な ら ば 、 リ ア プ ロ ジ ェ ク タ 用 の 置 き 台 の 選 択 肢 が 狭 ま っ た り 、 デ ザ イ ン
や 外 観 が 劣 っ て 見 ら れ る 傾 向 が あ っ た り す る か ら で あ る 。 勿 論 、 リ ア プ ロ ジ ェ ク タ １ ０ ０
が 大 型 化 す る と い う 問 題 も あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 の 課 題 を 解 決 す る た め に な さ れ た も の で あ っ て 、 装 置 全 体 の 小 型 化 が 図
れ る と と も に 、 装 置 の メ ン テ ナ ン ス 性 に 優 れ た プ ロ ジ ェ ク タ シ ス テ ム お よ び リ ア プ ロ ジ ェ
ク タ 、 さ ら に は こ れ ら に 用 い る ス ク リ ー ン を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 上 記 の 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 の ス ク リ ー ン は 、 複 数 の ス ク リ ー ン 部 材 を 備 え 、
前 記 複 数 の ス ク リ ー ン 部 材 が 、 投 射 さ れ た 画 像 光 の 一 部 を 散 乱 さ せ る こ と な く 透 過 可 能 、
か つ 前 記 画 像 光 の 他 の 一 部 を 散 乱 さ せ つ つ 透 過 可 能 な 第 １ の ス ク リ ー ン 部 材 と 、 散 乱 す る
こ と な く 前 記 第 １ の ス ク リ ー ン 部 材 を 透 過 し た 前 記 画 像 光 の 一 部 を 散 乱 さ せ つ つ 反 射 可 能
な 第 ２ の ス ク リ ー ン 部 材 と を 少 な く と も 含 む こ と を 特 徴 と す る 。
　 す な わ ち 、 本 発 明 の ス ク リ ー ン の 最 大 の 特 徴 点 は 、 第 １ の ス ク リ ー ン 部 材 が 、 画 像 を 生
成 す る 透 過 型 ス ク リ ー ン と し て の 機 能 と 、 光 を 透 過 さ せ る だ け の 単 な る 透 明 部 材 と し て の
機 能 の 双 方 を 併 せ 持 つ こ と で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の ス ク リ ー ン に よ れ ば 、 画 像 光 の 一 部 を 散 乱 さ せ る こ と な く 透 過 可 能 、 か つ 画 像
光 の 他 の 一 部 を 散 乱 さ せ つ つ 透 過 可 能 な 第 １ の ス ク リ ー ン 部 材 を 備 え て い る の で 、 複 数 の
プ ロ ジ ェ ク タ を 第 １ の ス ク リ ー ン 部 材 の 背 後 に 配 置 す る こ と が で き る 。 す な わ ち 、 第 １ の
ス ク リ ー ン 部 材 上 で 画 像 光 を 散 乱 さ せ つ つ 透 過 さ せ 、 画 像 を 生 成 す る 第 １ の ス ク リ ー ン 部
材 用 の プ ロ ジ ェ ク タ を 第 １ の ス ク リ ー ン 部 材 の 背 後 に 配 置 で き る の は 勿 論 の こ と 、 第 １ の
ス ク リ ー ン 部 材 は 画 像 光 の 一 部 を 散 乱 さ せ る こ と な く 透 過 可 能 で も あ る の で 、 第 ２ の ス ク
リ ー ン 部 材 用 の プ ロ ジ ェ ク タ を 第 １ の ス ク リ ー ン 部 材 の 背 後 に 配 置 す る こ と が で き る 。 こ
の よ う に 、 複 数 の プ ロ ジ ェ ク タ を 第 １ の ス ク リ ー ン 部 材 の 背 後 に 集 中 配 置 で き る の で 、 シ
ス テ ム 全 体 の 小 型 化 を 図 る こ と が で き 、 メ ン テ ナ ン ス 作 業 も や り や す く な る 。 ま た 、 デ ザ
イ ン や 外 観 的 に も 優 れ た も の と な る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 本 発 明 の ス ク リ ー ン は 、 前 記 第 １ の ス ク リ ー ン 部 材 を 実 現 す る 手 段 と し て 、 前 記
画 像 光 の 一 部 を 散 乱 さ せ る こ と な く 透 過 可 能 な 状 態 と 前 記 画 像 光 の 他 の 一 部 を 散 乱 さ せ つ

10

20

30

40

50

(4) JP 2007-17664 A 2007.1.25



つ 透 過 可 能 な 状 態 と を 時 間 的 に 切 り 替 え 可 能 と す る 構 成 を 採 用 す る こ と が で き る 。
　 こ の 構 成 に よ れ ば 、 画 像 光 を 散 乱 さ せ る こ と な く 透 過 さ せ る 状 態 と 画 像 光 を 散 乱 さ せ つ
つ 透 過 さ せ る 状 態 と が 時 間 的 に 独 立 し て 存 在 す る の で 、 ２ つ の ス ク リ ー ン 部 材 の そ れ ぞ れ
に 対 し て 画 像 光 を 確 実 に 振 り 分 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の ス ク リ ー ン は 、 よ り 具 体 的 な 一 つ の 手 段 と し て 、 前 記 第 １ の ス ク リ ー ン 部 材 が
、 前 記 画 像 光 の 他 の 一 部 を 散 乱 さ せ つ つ 透 過 さ せ る と と も に 、 各 々 が 回 動 可 能 と さ れ た 複
数 の ス ク リ ー ン 部 材 を 備 え た 構 成 を 採 用 す る こ と が で き る 。
　 こ の 構 成 に よ れ ば 、 任 意 の 駆 動 手 段 を 用 い て 上 記 複 数 の ス ク リ ー ン 部 材 を 回 動 さ せ る こ
と に よ り 、 複 数 の ス ク リ ー ン 部 材 が 画 像 光 の 光 路 を 遮 る 位 置 に あ る 期 間 で は 、 画 像 光 を 散
乱 さ せ つ つ 透 過 さ せ 、 画 像 を 生 成 す る 透 過 型 ス ク リ ー ン と し て 機 能 さ せ る こ と が で き る 。
一 方 、 複 数 の ス ク リ ー ン 部 材 が 画 像 光 の 光 路 を 遮 ら な い 位 置 に あ る 期 間 （ 逆 に 言 え ば 、 画
像 光 の 光 路 が 複 数 の ス ク リ ー ン 部 材 間 の 隙 間 を 抜 け る 位 置 に あ る 期 間 ） で は 、 画 像 光 を 散
乱 さ せ る こ と な く 透 過 さ せ 、 第 ２ の ス ク リ ー ン 部 材 に 対 し て 画 像 光 を 透 過 さ せ る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の ス ク リ ー ン は 、 よ り 具 体 的 な も う 一 つ の 手 段 と し て 、 前 記 第 １ の ス ク リ ー ン 部
材 が 、 散 乱 状 態 と 透 明 状 態 と を 切 り 替 え 可 能 な 高 分 子 分 散 型 液 晶 パ ネ ル か ら な る ス ク リ ー
ン 部 材 を 備 え た 構 成 を 採 用 す る こ と が で き る 。
　 こ の 構 成 に よ れ ば 、 上 の 構 成 の よ う に ス ク リ ー ン 部 材 を 機 械 的 に 移 動 さ せ る こ と な く 、
高 分 子 分 散 型 液 晶 パ ネ ル を 電 気 的 に 駆 動 す る こ と に よ り 、 高 分 子 分 散 液 晶 が 散 乱 状 態 と な
る 期 間 で は 、 画 像 光 を 散 乱 さ せ つ つ 透 過 さ せ 、 画 像 を 生 成 す る 透 過 型 ス ク リ ー ン と し て 機
能 さ せ る こ と が で き る 。 一 方 、 高 分 子 分 散 液 晶 が 透 明 状 態 と な る 期 間 で は 、 画 像 光 を 散 乱
さ せ る こ と な く 透 過 さ せ 、 第 ２ の ス ク リ ー ン 部 材 に 対 し て 画 像 光 を 透 過 さ せ る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 あ る い は 、 本 発 明 の ス ク リ ー ン は 、 前 記 第 １ の ス ク リ ー ン 部 材 を 実 現 す る 手 段 と し て 、
前 記 第 １ の ス ク リ ー ン 部 材 が 、 前 記 画 像 光 の 一 部 を 散 乱 さ せ る こ と な く 透 過 可 能 な 部 位 と
前 記 画 像 光 の 他 の 一 部 を 散 乱 さ せ つ つ 透 過 可 能 な 部 位 と を 有 し て い る 構 成 を 採 用 す る こ と
も で き る 。
　 上 述 し た 構 成 で は 、 画 像 光 を 無 散 乱 で 透 過 さ せ る 状 態 と 散 乱 さ せ つ つ 透 過 さ せ る 状 態 と
を 時 間 的 に 切 り 替 え て い る が 、 本 構 成 は 、 第 １ の ス ク リ ー ン 部 材 が 、 無 散 乱 で 透 過 可 能 な
部 位 と 散 乱 さ せ つ つ 透 過 可 能 な 部 位 の ２ つ の 部 位 を 空 間 的 に 兼 ね 備 え た 構 成 で あ る 。 こ の
構 成 に よ れ ば 、 ス ク リ ー ン の 作 製 時 に 第 １ の ス ク リ ー ン 部 材 を こ の 構 成 と し て お け ば 、 使
用 時 に は 第 １ の ス ク リ ー ン 部 材 を 何 ら 駆 動 す る こ と な く 、 ２ つ の 機 能 を 持 た せ る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 よ り 具 体 的 な 構 成 と し て 、 前 記 画 像 光 の 一 部 を 散 乱 さ せ る こ と な く 透 過 可 能 な 部 位 を 、
前 記 第 １ の ス ク リ ー ン 部 材 に 設 け ら れ た 孔 で 構 成 す る こ と が で き る 。
　 こ の 構 成 に よ れ ば 、 簡 単 な 加 工 の み で 、 無 散 乱 で 透 過 可 能 な 部 位 と 散 乱 さ せ つ つ 透 過 可
能 な 部 位 と を 容 易 に 作 り 分 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 あ る い は 、 本 発 明 の ス ク リ ー ン は 、 前 記 第 １ の ス ク リ ー ン 部 材 を 実 現 す る 手 段 と し て 、
前 記 第 １ の ス ク リ ー ン 部 材 が 、 前 記 画 像 光 の 一 部 を 散 乱 さ せ る こ と な く 透 過 可 能 で か つ 前
記 画 像 光 の 他 の 一 部 を 散 乱 さ せ つ つ 透 過 可 能 な 半 透 明 ス ク リ ー ン 部 材 を 備 え た 構 成 を 採 用
す る こ と が で き る 。
　 こ の 構 成 は 、 上 述 し た よ う な 第 １ の ス ク リ ー ン 部 材 が 無 散 乱 で 透 過 可 能 な 部 位 と 散 乱 さ
せ つ つ 透 過 可 能 な 部 位 の ２ つ の 部 位 に 分 か れ て い る 構 成 で は な く 、 第 １ の ス ク リ ー ン 部 材
全 体 が 無 散 乱 で 透 過 可 能 な 機 能 と 散 乱 さ せ つ つ 透 過 可 能 な 機 能 を 一 様 に 併 せ 持 っ て い る 構
成 で あ る 。 こ の 構 成 に お い て は 、 適 切 な 素 材 の 半 透 明 ス ク リ ー ン 部 材 を 選 択 す る だ け で よ
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く 、 半 透 明 ス ク リ ー ン 部 材 に 駆 動 手 段 を 設 け た り 、 加 工 を 施 し た り す る こ と な く 、 前 記 第
１ の ス ク リ ー ン 部 材 を 実 現 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 の プ ロ ジ ェ ク タ シ ス テ ム は 、 上 記 本 発 明 の ス ク リ ー ン が 備 え ら れ る と と も に 、 前
記 第 １ の ス ク リ ー ン 部 材 の 視 認 側 と は 反 対 側 に 複 数 の プ ロ ジ ェ ク タ が 備 え ら れ 、 前 記 複 数
の プ ロ ジ ェ ク タ の う ち の 第 １ の プ ロ ジ ェ ク タ か ら の 画 像 光 が 前 記 第 １ の ス ク リ ー ン 部 材 に
投 射 さ れ る と と も に 、 前 記 複 数 の プ ロ ジ ェ ク タ の う ち の 第 ２ の プ ロ ジ ェ ク タ か ら の 画 像 光
が 前 記 第 １ の ス ク リ ー ン 部 材 を 介 し て 前 記 第 ２ の ス ク リ ー ン 部 材 に 投 射 さ れ る こ と を 特 徴
と す る 。 な お 、 本 明 細 書 で 言 う 「 プ ロ ジ ェ ク タ シ ス テ ム 」 と は 、 プ ロ ジ ェ ク タ と ス ク リ ー
ン と が 別 体 で 独 立 し て お り 、 組 み 合 わ せ て 使 用 す る も の を 意 味 し て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 の プ ロ ジ ェ ク タ シ ス テ ム に よ れ ば 、 第 １ の プ ロ ジ ェ ク タ 、 第 ２ の プ ロ ジ ェ ク タ を
含 む 複 数 の プ ロ ジ ェ ク タ を 第 １ の ス ク リ ー ン 部 材 の 背 後 に 集 中 配 置 で き る の で 、 シ ス テ ム
全 体 の 小 型 化 を 図 る こ と が で き 、 メ ン テ ナ ン ス 作 業 も や り や す く な る 。 ま た 、 デ ザ イ ン や
外 観 的 に も 優 れ た も の と な る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま た 、 前 記 第 １ の ス ク リ ー ン 部 材 と し て 、 前 記 画 像 光 の 一 部 を 散 乱 さ せ る こ と な く 透 過
可 能 な 状 態 と 前 記 画 像 光 の 他 の 一 部 を 散 乱 さ せ つ つ 透 過 可 能 な 状 態 と が 時 間 的 に 切 り 替 え
可 能 な も の を 採 用 し た 場 合 、 前 記 切 り 替 え が １ 秒 間 に ６ ０ 回 以 上 行 わ れ る こ と が 望 ま し い
。 時 間 的 な 切 り 替 え を 行 う 場 合 は 画 像 の ち ら つ き が 懸 念 さ れ る が 、 こ の 構 成 で あ れ ば 、 鑑
賞 者 の 目 に 画 像 の ち ら つ き が 感 じ に く く な る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 あ る い は 、 前 記 第 １ の ス ク リ ー ン 部 材 が 、 前 記 画 像 光 の 一 部 を 散 乱 さ せ る こ と な く 透 過
可 能 な 部 位 と 前 記 画 像 光 の 他 の 一 部 を 散 乱 さ せ つ つ 透 過 可 能 な 部 位 と を 有 す る 場 合 、 前 記
第 ２ の プ ロ ジ ェ ク タ か ら の 画 像 光 が 前 記 第 １ の ス ク リ ー ン 部 材 の 前 記 散 乱 さ せ る こ と な く
透 過 可 能 な 部 位 の み に 投 射 さ れ る と と も に 、 前 記 第 １ の プ ロ ジ ェ ク タ か ら の 画 像 光 が 前 記
第 １ の ス ク リ ー ン 部 材 の 前 記 散 乱 さ せ つ つ 透 過 可 能 な 部 位 の み に 投 射 さ れ る こ と が 望 ま し
い 。
　 こ の 構 成 に よ れ ば 、 第 ２ の プ ロ ジ ェ ク タ か ら の 画 像 光 が 第 １ の ス ク リ ー ン 部 材 を 介 し て
第 ２ の ス ク リ ー ン 部 材 に 投 射 さ れ る 構 成 で あ っ て も 、 第 ２ の プ ロ ジ ェ ク タ 側 の 画 像 が 第 １
の ス ク リ ー ン 部 材 に 映 り 込 む こ と が な く 、 第 １ の プ ロ ジ ェ ク タ 側 の 画 像 と 第 ２ の プ ロ ジ ェ
ク タ 側 の 画 像 と が 確 実 に 分 離 さ れ 、 各 ス ク リ ー ン 部 材 そ れ ぞ れ に 鮮 明 な 画 像 を 生 成 す る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 あ る い は 、 前 記 第 １ の ス ク リ ー ン 部 材 が 、 前 記 画 像 光 の 一 部 を 散 乱 さ せ る こ と な く 透 過
可 能 で か つ 前 記 画 像 光 の 他 の 一 部 を 散 乱 さ せ つ つ 透 過 可 能 な 半 透 明 ス ク リ ー ン 部 材 を 備 え
る 場 合 、 前 記 第 ２ の プ ロ ジ ェ ク タ か ら の 画 像 光 は 、 前 記 第 １ の プ ロ ジ ェ ク タ か ら の 画 像 光
と 同 じ 色 あ る い は 近 傍 の 色 の み の 光 が 選 択 さ れ て 前 記 第 ２ の ス ク リ ー ン 部 材 に 向 け て 投 射
さ れ る こ と が 望 ま し い 。
　 こ の 構 成 で は 第 １ の ス ク リ ー ン 部 材 が 機 能 の 異 な る ２ つ の 部 位 に 分 か れ て い な い た め 、
上 述 し た 構 成 と は 逆 に 、 第 ２ の プ ロ ジ ェ ク タ 側 の 画 像 が 第 １ の ス ク リ ー ン 部 材 に 映 り 込 む
こ と が 避 け ら れ な い 。 そ の 場 合 で も 、 第 ２ の プ ロ ジ ェ ク タ か ら の 画 像 光 は 第 １ の プ ロ ジ ェ
ク タ か ら の 画 像 光 と 同 じ 色 あ る い は 近 傍 の 色 の み の 光 が 選 択 さ れ て い る の で 、 第 １ の ス ク
リ ー ン 部 材 上 に 投 射 さ れ る 第 １ の プ ロ ジ ェ ク タ 側 の 画 像 が 第 ２ の プ ロ ジ ェ ク タ 側 の 画 像 に
よ っ て 邪 魔 さ れ る こ と な く 、 各 ス ク リ ー ン 部 材 に 良 好 な 画 像 を 生 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 発 明 の リ ア プ ロ ジ ェ ク タ は 、 上 記 本 発 明 の ス ク リ ー ン が 筐 体 に 備 え ら れ る と と も に 、
前 記 筐 体 の 内 部 に 複 数 の プ ロ ジ ェ ク タ が 備 え ら れ 、 前 記 複 数 の プ ロ ジ ェ ク タ の う ち の 第 １
の プ ロ ジ ェ ク タ か ら の 画 像 光 が 前 記 第 １ の ス ク リ ー ン 部 材 に 投 射 さ れ る と と も に 、 前 記 複
数 の プ ロ ジ ェ ク タ の う ち の 第 ２ の プ ロ ジ ェ ク タ か ら の 画 像 光 が 前 記 第 １ の ス ク リ ー ン 部 材
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を 介 し て 前 記 第 ２ の ス ク リ ー ン 部 材 に 投 射 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 。 な お 、 本 明 細 書 で 言
う 「 リ ア プ ロ ジ ェ ク タ 」 と は 、 上 記 「 プ ロ ジ ェ ク タ シ ス テ ム 」 と は 異 な り 、 ス ク リ ー ン と
複 数 の プ ロ ジ ェ ク タ と が 一 つ の 装 置 と し て 一 体 と な っ た も の を 意 味 し て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 本 発 明 の リ ア プ ロ ジ ェ ク タ に よ れ ば 、 第 １ の プ ロ ジ ェ ク タ 、 第 ２ の プ ロ ジ ェ ク タ を 含 む
複 数 の プ ロ ジ ェ ク タ を 第 １ の ス ク リ ー ン 部 材 の 背 後 に 集 中 配 置 で き る の で 、 シ ス テ ム 全 体
の 小 型 化 を 図 る こ と が で き 、 メ ン テ ナ ン ス 作 業 も や り や す く な る 。 ま た 、 デ ザ イ ン や 外 観
的 に も 優 れ た も の と な る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 発 明 の リ ア プ ロ ジ ェ ク タ に お い て も 、 上 記 本 発 明 の プ ロ ジ ェ ク タ シ ス テ ム と 同 様 、 前
記 第 １ の ス ク リ ー ン 部 材 が 、 前 記 画 像 光 の 一 部 を 散 乱 さ せ る こ と な く 透 過 可 能 な 状 態 と 前
記 画 像 光 の 他 の 一 部 を 散 乱 さ せ つ つ 透 過 可 能 な 状 態 と が 時 間 的 に 切 り 替 え 可 能 で あ る 場 合
、 前 記 切 り 替 え が １ 秒 間 に ６ ０ 回 以 上 行 わ れ る こ と が 望 ま し い 。
　 あ る い は 、 前 記 第 １ の ス ク リ ー ン 部 材 が 、 前 記 画 像 光 の 一 部 を 散 乱 さ せ る こ と な く 透 過
可 能 な 部 位 と 前 記 画 像 光 の 他 の 一 部 を 散 乱 さ せ つ つ 透 過 可 能 な 部 位 と を 有 す る 場 合 、 前 記
第 ２ の プ ロ ジ ェ ク タ か ら の 画 像 光 が 前 記 第 １ の ス ク リ ー ン 部 材 の 前 記 散 乱 さ せ る こ と な く
透 過 可 能 な 部 位 の み に 投 射 さ れ る と と も に 、 前 記 第 １ の プ ロ ジ ェ ク タ か ら の 画 像 光 が 前 記
第 １ の ス ク リ ー ン 部 材 の 前 記 散 乱 さ せ つ つ 透 過 可 能 な 部 位 の み に 投 射 さ れ る こ と が 望 ま し
い 。
　 あ る い は 、 前 記 第 １ の ス ク リ ー ン 部 材 が 、 前 記 画 像 光 の 一 部 を 散 乱 さ せ る こ と な く 透 過
可 能 で か つ 前 記 画 像 光 の 他 の 一 部 を 散 乱 さ せ つ つ 透 過 可 能 な 半 透 明 ス ク リ ー ン 部 材 を 備 え
る 場 合 、 前 記 第 ２ の プ ロ ジ ェ ク タ か ら の 画 像 光 は 、 前 記 第 １ の プ ロ ジ ェ ク タ か ら の 画 像 光
と 同 じ 色 あ る い は 近 傍 の 色 の み の 光 が 選 択 さ れ て 前 記 第 ２ の ス ク リ ー ン 部 材 に 向 け て 投 射
さ れ る こ と が 望 ま し い 。
　 こ れ ら の 構 成 を 採 用 し た と き の 作 用 、 効 果 は 、 上 述 し た 本 発 明 の プ ロ ジ ェ ク タ シ ス テ ム
の 場 合 と 同 様 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
［ 第 １ の 実 施 の 形 態 ］
　 以 下 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 を 図 １ ～ 図 ３ を 参 照 し て 説 明 す る 。
　 図 １ は 本 実 施 形 態 の プ ロ ジ ェ ク タ シ ス テ ム の 概 略 構 成 を 示 す 斜 視 図 、 図 ２ は 第 １ の ス ク
リ ー ン 部 材 の 要 部 を 示 す 正 面 図 、 図 ３ （ ａ ） 、 （ ｂ ） は 第 １ の ス ク リ ー ン 部 材 の 動 作 を 説
明 す る た め の 側 面 図 で あ る 。 な お 、 以 下 の 全 て の 図 面 に お い て は 、 各 構 成 要 素 を 見 や す く
す る た め 、 各 部 材 の 縮 尺 や 寸 法 の 比 率 等 は 適 宜 異 な ら せ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 本 実 施 形 態 の プ ロ ジ ェ ク タ シ ス テ ム １ は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 第 １ の ス ク リ ー ン 部 材 ２
、 第 ２ の ス ク リ ー ン 部 材 ３ を 有 す る ２ 面 式 の ス ク リ ー ン ４ と 、 第 １ の プ ロ ジ ェ ク タ ５ 、 第
２ の プ ロ ジ ェ ク タ ６ の ２ 台 の プ ロ ジ ェ ク タ ７ と か ら 概 略 構 成 さ れ て い る 。 こ の 例 で は 、 第
１ の ス ク リ ー ン 部 材 ２ と 第 ２ の ス ク リ ー ン 部 材 ３ と は 略 直 角 を な す よ う に 配 置 さ れ 、 第 １
の ス ク リ ー ン 部 材 ２ が 鉛 直 方 向 、 第 ２ の ス ク リ ー ン 部 材 ３ が 水 平 方 向 に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 第 １ の プ ロ ジ ェ ク タ ５ は 第 １ の ス ク リ ー ン 部 材 ２ に 対 し て 画 像 光 を 投 射 す る も の 、 第 ２
の プ ロ ジ ェ ク タ ６ は 第 ２ の ス ク リ ー ン 部 材 ３ に 対 し て 画 像 光 を 投 射 す る も の で あ る 。 こ れ
ら ２ 台 の プ ロ ジ ェ ク タ ７ は と も に 第 １ の ス ク リ ー ン 部 材 ２ の 背 面 側 に 設 置 さ れ て い る 。 各
プ ロ ジ ェ ク タ ５ ， ６ の 画 像 光 の 射 出 口 に は 、 画 像 光 の 投 射 方 向 を 変 え る た め の ア ダ プ タ ８
が 取 り 付 け ら れ て い る 。 ア ダ プ タ ８ の 作 用 に よ り 、 第 １ の プ ロ ジ ェ ク タ ５ か ら の 画 像 光 は
第 １ の ス ク リ ー ン 部 材 ２ に 向 け て 略 水 平 方 向 に 射 出 さ れ 、 第 ２ の プ ロ ジ ェ ク タ ６ か ら の 画
像 光 は 第 ２ の ス ク リ ー ン 部 材 ３ に 向 け て 斜 め 下 方 に 向 け て 射 出 さ れ る 。 勿 論 ア ダ プ タ を 使
わ ず と も 、 目 的 の ス ク リ ー ン に 画 像 が 映 し 出 せ る の で あ れ ば 、 プ ロ ジ ェ ク タ 自 身 を 傾 け た
り 、 リ ア プ ロ ジ ェ ク タ の よ う に 一 旦 鏡 で 反 射 さ せ た り し て も よ い 。 こ の よ う な プ ロ ジ ェ ク
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タ シ ス テ ム １ に お い て 、 鑑 賞 者 は 、 第 １ の ス ク リ ー ン 部 材 ２ を 挟 ん で プ ロ ジ ェ ク タ ７ と 反
対 側 か ら 画 像 を 鑑 賞 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 第 １ の ス ク リ ー ン 部 材 ２ は 、 各 々 が 回 動 可 能 と さ れ た 複 数 の ス ク リ ー ン 部 材 １ ０ を 備 え
て い る 。 各 ス ク リ ー ン 部 材 １ ０ は 、 画 像 光 を 散 乱 さ せ つ つ 透 過 可 能 な 板 材 、 い わ ゆ る 一 般
的 な 透 過 型 ス ク リ ー ン を 構 成 す る 板 材 か ら 構 成 さ れ て い る 。 第 １ の ス ク リ ー ン 部 材 ２ に お
い て は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 鉛 直 方 向 に 延 在 す る 枠 体 １ １ に 対 し て 水 平 方 向 に 延 在 す る 回
動 軸 １ ２ が 設 置 さ れ て お り 、 こ の 回 動 軸 １ ２ を 中 心 と し て 各 ス ク リ ー ン 部 材 １ ０ が モ ー タ
１ ３ の 動 作 に よ り 鉛 直 面 内 で 回 動 す る 構 成 と な っ て い る 。 各 ス ク リ ー ン 部 材 １ ０ は 、 ３ ６
０ ° 回 転 す る 動 作 を 連 続 的 に 繰 り 返 す 構 成 で も 良 い し 、 鉛 直 方 向 に 立 っ た 状 態 と 鉛 直 方 向
か ら 所 定 の 角 度 だ け 傾 い た 状 態 （ 後 述 す る 図 ３ （ ａ ） と 図 ３ （ ｂ ） ） と の 間 を 往 復 す る よ
う に 回 動 す る 構 成 で も 良 い 。 各 ス ク リ ー ン 部 材 １ ０ の 動 作 は 、 既 存 の 同 期 モ ー タ や モ ー タ
制 御 用 の コ ン ト ロ ー ラ な ど で 同 期 さ せ る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 本 実 施 形 態 で は 、 第 １ の ス ク リ ー ン 部 材 ２ は 、 画 像 光 を 散 乱 さ せ る こ と な く 透 過 可 能 な
状 態 と 画 像 光 を 散 乱 さ せ つ つ 透 過 可 能 な 状 態 と が 時 間 的 に 切 り 替 わ る 構 成 と な っ て い る 。
ま た 、 プ ロ ジ ェ ク タ ７ 側 も 、 第 １ の プ ロ ジ ェ ク タ ５ と 第 ２ の プ ロ ジ ェ ク タ ６ と が 画 像 光 を
間 欠 的 に 交 互 に 射 出 す る 。 図 ３ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 各 ス ク リ ー ン 部 材 １ ０ が 鉛 直 方 向 に
立 っ た 期 間 で は 第 １ の プ ロ ジ ェ ク タ ５ か ら の 画 像 光 が 第 １ の ス ク リ ー ン 部 材 ２ に 向 け て 射
出 さ れ る 。 こ の と き 、 第 １ の ス ク リ ー ン 部 材 ２ の 全 体 が 画 像 光 を 散 乱 さ せ つ つ 透 過 可 能 な
状 態 と な り 、 透 過 型 ス ク リ ー ン と し て 機 能 す る 第 １ の ス ク リ ー ン 部 材 ２ 上 に 第 １ の プ ロ ジ
ェ ク タ ５ か ら の 画 像 が 投 影 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 一 方 、 図 ３ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 各 ス ク リ ー ン 部 材 １ ０ が 斜 め に 傾 い た 期 間 で は 第 ２ の
プ ロ ジ ェ ク タ ６ か ら の 画 像 光 が 射 出 さ れ る 。 こ の と き 、 各 ス ク リ ー ン 部 材 １ ０ 間 の 隙 間 を
第 ２ の プ ロ ジ ェ ク タ ６ か ら の 画 像 光 が 通 過 す る よ う に 各 ス ク リ ー ン 部 材 １ ０ の 角 度 と ア ダ
プ タ ８ の 角 度 が 設 定 さ れ て い る た め 、 第 ２ の プ ロ ジ ェ ク タ ６ か ら の 画 像 光 は 第 １ の ス ク リ
ー ン 部 材 ２ で 何 ら 散 乱 さ れ る こ と な く 透 過 し 、 反 射 型 ス ク リ ー ン と し て 機 能 す る 第 ２ の ス
ク リ ー ン 部 材 ３ に 第 ２ の プ ロ ジ ェ ク タ ６ か ら の 画 像 が 投 影 さ れ る 。 各 ス ク リ ー ン 部 材 １ ０
へ の 画 像 光 の 投 射 は 、 少 な く と も ６ ０ 回 以 上 行 わ れ る こ と が 望 ま し い 。 そ の 理 由 は 、 鑑 賞
者 の 目 に 画 像 の ち ら つ き が 感 じ に く く な る た め で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 本 実 施 形 態 の プ ロ ジ ェ ク タ シ ス テ ム １ に よ れ ば 、 ２ 台 の プ ロ ジ ェ ク タ ７ を 第 １ の ス ク リ
ー ン 部 材 ２ の 背 後 に 集 中 配 置 で き る の で 、 シ ス テ ム 全 体 の 小 型 化 を 図 る こ と が で き 、 メ ン
テ ナ ン ス 作 業 も 容 易 に な る 。 ま た 、 デ ザ イ ン や 外 観 的 に も 優 れ た も の と な る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 な お 、 本 実 施 形 態 で は 、 第 １ の ス ク リ ー ン 部 材 ２ が 水 平 方 向 に 延 在 す る 回 動 軸 １ ２ を 有
し 、 こ の 回 動 軸 １ ２ を 中 心 と し て 各 ス ク リ ー ン 部 材 １ ０ が 鉛 直 面 内 で 回 動 す る 構 成 と し た
が 、 こ の 構 成 に 代 え て 、 第 １ の ス ク リ ー ン 部 材 が 鉛 直 方 向 に 延 在 す る 回 動 軸 を 有 し 、 こ の
回 動 軸 を 中 心 と し て 各 ス ク リ ー ン 部 材 が 水 平 面 内 で 回 動 す る 構 成 と し て も 良 い 。 さ ら に 、
図 ３ （ ｂ ） に お い て 各 ス ク リ ー ン 部 材 １ ０ を 傾 け る 角 度 は 、 第 １ の ス ク リ ー ン 部 材 ２ の 上
部 と 下 部 で 一 定 で も 良 い し 、 画 像 光 の 射 出 角 度 の 違 い に 応 じ て 第 １ の ス ク リ ー ン 部 材 ２ の
上 部 と 下 部 で 変 え て も 良 い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ま た 、 第 １ の ス ク リ ー ン 部 材 ２ の 背 後 に ２ 台 の プ ロ ジ ェ ク タ ７ 、 す な わ ち 各 ス ク リ ー ン
部 材 ２ ， ３ に 対 し て １ 台 ず つ の プ ロ ジ ェ ク タ ５ ， ６ を 配 置 し た が 、 各 ス ク リ ー ン 部 材 ２ ，
３ に 対 し て ２ 台 以 上 の プ ロ ジ ェ ク タ を 配 置 し て も 良 い 。 こ う す る こ と で 、 立 体 画 像 表 示 や
高 画 質 化 の た め の タ イ リ ン グ を 実 現 す る こ と が で き る 。 勿 論 、 マ イ ク ロ ポ ー ル な ど の 立 体
画 像 表 示 方 式 な ど を 用 い て １ 台 の プ ロ ジ ェ ク タ で 立 体 視 を 可 能 に し て も 良 い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
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［ 第 ２ の 実 施 の 形 態 ］
　 以 下 、 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 を 図 ４ を 参 照 し て 説 明 す る 。
　 図 ４ は 本 実 施 形 態 の プ ロ ジ ェ ク タ シ ス テ ム の 概 略 構 成 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。 本 実 施 形 態
の プ ロ ジ ェ ク タ シ ス テ ム の 基 本 構 成 は 第 １ 実 施 形 態 と 同 様 で あ り 、 第 １ の ス ク リ ー ン 部 材
の 構 成 が 異 な る の み で あ る 。 よ っ て 、 以 下 で は 第 １ の ス ク リ ー ン 部 材 の 構 成 に つ い て の み
説 明 し 、 共 通 な 個 所 の 説 明 は 省 略 す る 。 ま た 、 図 ４ に お い て 図 １ と 共 通 の 構 成 要 素 に は 同
一 の 符 号 を 付 す 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 本 実 施 形 態 の プ ロ ジ ェ ク タ シ ス テ ム ２ １ に お い て は 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 第 １ の ス ク リ
ー ン 部 材 ２ ２ が 、 画 像 光 の 一 部 を 散 乱 さ せ る こ と な く 透 過 可 能 な 部 位 と 画 像 光 の 他 の 一 部
を 散 乱 さ せ つ つ 透 過 可 能 な 部 位 と を 有 し て い る 。 具 体 的 に は 、 第 １ の ス ク リ ー ン 部 材 ２ ２
が 、 多 数 の 円 形 の 孔 ２ ３ が 形 成 さ れ た ス ク リ ー ン 部 材 か ら 構 成 さ れ て い る 。 ス ク リ ー ン 部
材 自 体 は 、 画 像 光 を 散 乱 さ せ つ つ 透 過 可 能 な 板 材 、 い わ ゆ る 一 般 的 な 透 過 型 ス ク リ ー ン を
構 成 す る 板 材 か ら 構 成 さ れ て い る 。 な お 、 孔 ２ ３ の 形 状 は 細 長 い ス リ ッ ト 状 で も 良 い し 、
例 え ば 第 １ 実 施 形 態 の ス ク リ ー ン 部 材 を 図 ３ （ ｂ ） に 示 す 状 態 で 固 定 し た も の で も 良 く 、
第 ２ の プ ロ ジ ェ ク タ ６ か ら の 画 像 光 が 透 過 で き る 形 状 や 寸 法 で あ れ ば 特 に 限 定 さ れ な い 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 ２ 台 の プ ロ ジ ェ ク タ ７ の 配 置 は 第 １ 実 施 形 態 と 同 様 で あ り 、 第 １ の プ ロ ジ ェ ク タ ５ か ら
の 画 像 光 が 第 １ の ス ク リ ー ン 部 材 ２ ２ に 向 け て 射 出 さ れ る 。 こ の と き 、 透 過 型 ス ク リ ー ン
と し て 機 能 す る 第 １ の ス ク リ ー ン 部 材 ２ ２ 上 に 第 １ の プ ロ ジ ェ ク タ ５ の 画 像 が 投 影 さ れ る
。 一 方 、 第 ２ の プ ロ ジ ェ ク タ ６ か ら の 画 像 光 が 第 １ の ス ク リ ー ン 部 材 ２ ２ の 孔 ２ ３ を 通 過
す る よ う に な っ て お り 、 第 ２ の プ ロ ジ ェ ク タ ６ か ら の 画 像 光 は 第 １ の ス ク リ ー ン 部 材 ２ ２
で 散 乱 さ れ る こ と な く 透 過 し 、 第 ２ の ス ク リ ー ン 部 材 ３ に 第 ２ の プ ロ ジ ェ ク タ ６ か ら の 画
像 が 投 影 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 本 実 施 形 態 の 場 合 、 第 １ 実 施 形 態 と 異 な り 、 第 １ の ス ク リ ー ン 部 材 ２ ２ は 画 像 光 を 無 散
乱 で 透 過 可 能 な 部 位 と 散 乱 さ せ つ つ 透 過 可 能 な 部 位 と が 空 間 的 に 決 ま っ て い る た め 、 各 プ
ロ ジ ェ ク タ ５ ， ６ か ら の 画 像 は 、 孔 ２ ３ の 形 状 、 配 置 等 を 考 慮 し て 決 定 す る こ と が 望 ま し
い 。 例 え ば 、 第 １ の ス ク リ ー ン 部 材 ２ ２ で は 孔 ２ ３ を 除 い た 部 分 が 表 示 領 域 と な る た め 、
第 １ の プ ロ ジ ェ ク タ ５ か ら の 画 像 光 は 孔 ２ ３ を 除 い た 部 分 で 画 像 が 構 成 さ れ る よ う に し 、
孔 ２ ３ の 部 分 を 透 過 す る 光 は 第 ２ の ス ク リ ー ン 部 材 ３ 上 の 画 像 に 支 障 が な い 画 像 を 構 成 す
る こ と が 望 ま し い 。 一 方 、 第 ２ の プ ロ ジ ェ ク タ ６ か ら の 画 像 光 は 孔 ２ ３ を 透 過 し た 部 分 で
画 像 が 構 成 さ れ る よ う に し 、 孔 ２ ３ 以 外 の 部 分 に あ た る 光 は 第 １ の ス ク リ ー ン 部 材 ２ ２ 上
の 画 像 に 支 障 が な い 画 像 を 構 成 す る こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 本 実 施 形 態 に お い て も 、 シ ス テ ム 全 体 の 小 型 化 が 図 れ る と と も に 、 メ ン テ ナ ン ス 作 業 が
容 易 に な る 、 と い っ た 第 １ 実 施 形 態 と 同 様 の 効 果 を 得 る こ と が で き る 。 ま た 、 第 １ 実 施 形
態 の よ う に ス ク リ ー ン の 駆 動 手 段 を 備 え る 必 要 が な く 、 一 般 の 透 過 型 ス ク リ ー ン に 孔 ２ ３
を 形 成 す る と い う 簡 単 な 加 工 の み で 、 無 散 乱 で 透 過 可 能 な 部 位 と 散 乱 さ せ つ つ 透 過 可 能 な
部 位 と を 容 易 に 作 り 分 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
［ 第 ３ の 実 施 の 形 態 ］
　 以 下 、 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 の 形 態 を 図 ５ を 参 照 し て 説 明 す る 。
　 図 ５ は 本 実 施 形 態 の プ ロ ジ ェ ク タ シ ス テ ム の 概 略 構 成 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。 本 実 施 形 態
の プ ロ ジ ェ ク タ シ ス テ ム の 基 本 構 成 は 第 １ 実 施 形 態 と 同 様 で あ り 、 第 １ の ス ク リ ー ン 部 材
の 構 成 が 異 な る の み で あ る 。 よ っ て 、 以 下 で は 第 １ の ス ク リ ー ン 部 材 の 構 成 に つ い て の み
説 明 し 、 共 通 な 個 所 の 説 明 は 省 略 す る 。 ま た 、 図 ５ に お い て 図 １ と 共 通 の 構 成 要 素 に は 同
一 の 符 号 を 付 す 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 本 実 施 形 態 の プ ロ ジ ェ ク タ シ ス テ ム ３ １ に お い て は 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 第 １ の ス ク リ
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ー ン 部 材 ３ ２ が 、 散 乱 状 態 と 透 明 状 態 と を 切 り 替 え 可 能 な 高 分 子 分 散 型 液 晶 パ ネ ル か ら 構
成 さ れ て い る 。 具 体 的 に は 、 ２ 枚 の 透 明 基 板 ３ ３ ， ３ ４ 間 に 高 分 子 分 散 液 晶 ３ ５ が 挟 持 さ
れ て お り 、 各 透 明 基 板 ３ ３ ， ３ ４ の 高 分 子 分 散 液 晶 ３ ５ 側 の 面 に は ベ タ 状 の 透 明 電 極 （ 図
示 せ ず ） が 形 成 さ れ て い る 。 し た が っ て 、 電 圧 印 加 状 態 、 無 印 加 状 態 を 時 間 的 に 交 互 に 切
り 替 え る こ と に よ っ て 高 分 子 分 散 液 晶 ３ ５ を 散 乱 状 態 と す る か 透 明 状 態 と す る か を 切 り 替
え る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 ２ 台 の プ ロ ジ ェ ク タ ７ の 配 置 は 第 １ 実 施 形 態 と 同 様 で あ り 、 第 １ の プ ロ ジ ェ ク タ ５ と 第
２ の プ ロ ジ ェ ク タ ６ と が 画 像 光 を 間 欠 的 に 交 互 に 射 出 す る 点 も 同 様 で あ る 。 第 １ の ス ク リ
ー ン 部 材 ３ ２ が 散 乱 状 態 と な っ た 期 間 で は 第 １ の プ ロ ジ ェ ク タ ５ か ら の 画 像 光 が 第 １ の ス
ク リ ー ン 部 材 ３ ２ に 向 け て 射 出 さ れ る 。 こ の と き 、 第 １ の ス ク リ ー ン 部 材 ３ ２ の 全 体 が 画
像 光 を 散 乱 さ せ つ つ 透 過 可 能 な 状 態 と な り 、 透 過 型 ス ク リ ー ン と し て 機 能 す る 第 １ の ス ク
リ ー ン 部 材 ３ ２ 上 に 第 １ の プ ロ ジ ェ ク タ ５ の 画 像 が 投 影 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 一 方 、 第 １ の ス ク リ ー ン 部 材 ３ ２ が 透 明 状 態 と な っ た 期 間 で は 第 ２ の プ ロ ジ ェ ク タ ６ か
ら の 画 像 光 が 射 出 さ れ る 。 こ の と き 、 第 ２ の プ ロ ジ ェ ク タ ６ か ら の 画 像 光 は 第 １ の ス ク リ
ー ン 部 材 ３ ２ で 散 乱 さ れ る こ と な く 透 過 し 、 反 射 型 ス ク リ ー ン と し て 機 能 す る 第 ２ の ス ク
リ ー ン 部 材 ３ に 第 ２ の プ ロ ジ ェ ク タ ６ の 画 像 が 投 影 さ れ る 。 各 ス ク リ ー ン 部 材 ３ ２ ， ３ へ
の 画 像 光 の 投 射 は 、 少 な く と も ６ ０ 回 以 上 行 わ れ る こ と が 望 ま し い 。 そ の 理 由 は 、 鑑 賞 者
の 目 に 画 像 の ち ら つ き が 感 じ に く く な る た め で あ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 本 実 施 形 態 に お い て も 、 シ ス テ ム 全 体 の 小 型 化 が 図 れ る と と も に 、 メ ン テ ナ ン ス 作 業 が
容 易 に な る 、 と い っ た 第 １ 実 施 形 態 と 同 様 の 効 果 を 得 る こ と が で き る 。 ま た 、 第 １ 実 施 形
態 の よ う に ス ク リ ー ン を 移 動 さ せ る 手 段 を 備 え る 必 要 が な い た め 、 騒 音 、 振 動 等 の 少 な い
シ ス テ ム を 構 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
［ 第 ４ の 実 施 の 形 態 ］
　 以 下 、 本 発 明 の 第 ４ の 実 施 の 形 態 を 図 ６ ～ ９ を 参 照 し て 説 明 す る 。
　 図 ６ は 本 実 施 形 態 の プ ロ ジ ェ ク タ シ ス テ ム の 概 略 構 成 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。 本 実 施 形 態
の プ ロ ジ ェ ク タ シ ス テ ム の 基 本 構 成 は 第 １ 実 施 形 態 と 同 様 で あ り 、 第 １ の ス ク リ ー ン 部 材
の 構 成 が 異 な る 。 ま た 、 第 １ ～ 第 ３ 実 施 形 態 で は 第 ２ の プ ロ ジ ェ ク タ か ら の 画 像 が 第 １ の
ス ク リ ー ン 部 材 に 映 り 込 ま な い こ と が 前 提 で あ っ た が 、 本 実 施 形 態 は 第 ２ の プ ロ ジ ェ ク タ
か ら の 画 像 が 第 １ の ス ク リ ー ン 部 材 に 映 り 込 む こ と を 想 定 し た 構 成 で あ る 。 図 ７ ～ 図 ９ は
そ の 際 の 動 作 を 説 明 す る た め の 図 で あ る 。 ま た 、 図 ６ に お い て 図 １ と 共 通 の 構 成 要 素 に は
同 一 の 符 号 を 付 す 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 本 実 施 形 態 の プ ロ ジ ェ ク タ シ ス テ ム ４ １ に お い て は 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 第 １ の ス ク リ
ー ン 部 材 ４ ２ が 、 画 像 光 の 一 部 を 散 乱 さ せ る こ と な く 透 過 可 能 で か つ 散 乱 さ せ つ つ 透 過 可
能 な 磨 り ガ ラ ス 等 の 半 透 明 ス ク リ ー ン 部 材 か ら 構 成 さ れ て い る 。 す な わ ち 、 本 実 施 形 態 の
構 成 は 、 上 述 し た 実 施 形 態 の よ う な 第 １ の ス ク リ ー ン 部 材 が 無 散 乱 で 透 過 可 能 な 部 位 と 散
乱 さ せ つ つ 透 過 可 能 な 部 位 の ２ つ の 部 位 に 分 か れ て い る 構 成 で は な く 、 第 １ の ス ク リ ー ン
部 材 ４ ２ の 全 体 が 無 散 乱 で 透 過 可 能 な 機 能 と 散 乱 さ せ つ つ 透 過 可 能 な 機 能 を 一 様 に 併 せ 持
っ て い る 構 成 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 第 １ ～ 第 ３ 実 施 形 態 の よ う に 、 第 ２ の プ ロ ジ ェ ク タ ６ 側 の 画 像 が 第 １ の ス ク リ ー ン 部 材
に 映 り 込 ま な い 構 成 の 場 合 に は 、 第 １ の プ ロ ジ ェ ク タ ５ 側 の 画 像 と 第 ２ の プ ロ ジ ェ ク タ ６
側 の 画 像 が 確 実 に 分 離 さ れ 、 各 ス ク リ ー ン 部 材 そ れ ぞ れ に 鮮 明 な 画 像 を 生 成 す る こ と が で
き る 。 一 方 、 本 実 施 形 態 の 場 合 に は 、 第 １ の ス ク リ ー ン 部 材 ４ ２ が 機 能 の 異 な る ２ つ の 部
位 に 分 か れ て い な い た め 、 上 述 し た 構 成 と は 逆 に 、 第 ２ の プ ロ ジ ェ ク タ ６ 側 の 画 像 が 第 １
の ス ク リ ー ン 部 材 ４ ２ に 映 り 込 む こ と が 避 け ら れ な い 。 そ こ で 、 第 １ の プ ロ ジ ェ ク タ ５ が
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正 面 の 第 １ の ス ク リ ー ン 部 材 ４ ２ に 画 像 光 を 投 射 す る 一 方 、 第 ２ の プ ロ ジ ェ ク タ ６ は 第 １
の プ ロ ジ ェ ク タ か ら ５ の 画 像 光 と 同 じ 色 あ る い は 近 傍 の 色 の み の 光 を 選 択 的 に 第 ２ の ス ク
リ ー ン 部 材 ３ に 向 け て 投 射 す る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 図 ７ は 、 オ リ ジ ナ ル 画 像 か ら 各 ス ク リ ー ン 部 材 に 映 し 出 す 画 像 を 生 成 す る 方 法 を 示 す フ
ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。 本 実 施 形 態 で は 第 １ の ス ク リ ー ン 部 材 ４ ２ に 映 し 出 さ れ る 画 像 が メ
イ ン の 画 像 で あ り 、 第 ２ の ス ク リ ー ン 部 材 ３ に 映 し 出 さ れ る 画 像 は 補 助 的 な も の で あ る と
考 え 、 第 １ の ス ク リ ー ン 部 材 ４ ２ を メ イ ン ス ク リ ー ン 、 第 ２ の ス ク リ ー ン 部 材 ３ を サ ブ ス
ク リ ー ン と 呼 ぶ こ と も あ る 。 ま ず 最 初 に 、 第 ２ の ス ク リ ー ン 部 材 ３ 上 の 任 意 の 座 標 の 色 が
、 第 １ の ス ク リ ー ン 部 材 ４ ２ を 通 過 す る 際 の 座 標 の 色 と 同 じ か ど う か を 調 べ る （ ス テ ッ プ
Ｓ １ ０ ） 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 第 ２ の ス ク リ ー ン 部 材 ３ （ サ ブ ス ク リ ー ン ） の 任 意 の 座 標 が 第 １ の ス ク リ ー ン 部 材 ４ ２
（ メ イ ン ス ク リ ー ン ） を 通 過 す る 際 に ど の 座 標 に 対 応 す る か と い う 各 ス ク リ ー ン 部 材 間 の
座 標 の 対 応 関 係 は 、 図 ８ の よ う な 対 応 表 と し て プ ロ ジ ェ ク タ シ ス テ ム ４ １ の 制 御 部 が 保 有
し て い る 。 こ の 対 応 関 係 は 、 事 前 に 射 影 変 換 ア ル ゴ リ ズ ム 等 を 手 掛 か り に 求 め て も 良 い し
、 実 際 に 計 測 し て も 良 い 。 な お 、 座 標 の 単 位 は 画 素 の 位 置 と す る こ と が 望 ま し い 。 そ し て
、 第 ２ の ス ク リ ー ン 部 材 ３ 上 の 座 標 の 色 と 第 １ の ス ク リ ー ン 部 材 ４ ２ を 通 過 す る 際 の 座 標
の 色 を 比 較 し 、 同 じ 色 （ 例 え ば 青 と 青 ） も し く は 近 傍 の 色 （ 例 え ば 青 と シ ア ン ） の 場 合 、
図 ８ 中 の 「 一 致 状 態 」 の 欄 を 「 有 効 」 と す る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 な お 、 本 実 施 形 態 で は サ ブ ス ク リ ー ン は １ つ の み で あ る が 、 ２ つ 以 上 の サ ブ ス ク リ ー ン
を 有 す る 場 合 に は 、 図 ９ に 示 す よ う に 、 メ イ ン ス ク リ ー ン 座 標 を い く つ の サ ブ ス ク リ ー ン
へ の 画 像 光 が 通 過 す る の か を 記 録 す る 。 図 ９ の 表 示 回 数 の 初 期 値 は 「 １ 」 で あ り 、 １ 回 通
過 す る と 判 る た び に 表 示 回 数 を 「 １ 」 だ け 増 加 さ せ る 。 そ れ 以 外 は 表 示 回 数 を 変 化 さ せ な
い 。 こ の よ う な 処 理 を 各 座 標 に 対 し て 行 う 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 次 に 、 第 １ の ス ク リ ー ン 部 材 ４ ２ （ メ イ ン ス ク リ ー ン ） と 第 ２ の ス ク リ ー ン 部 材 ３ （ サ
ブ ス ク リ ー ン ） で 映 し 出 す た め の 画 像 を 生 成 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ０ ） 。 サ ブ ス ク リ ー ン に
映 し 出 す 画 像 の 各 画 素 に 対 し て 、 図 ８ の 一 致 状 態 を 見 な が ら 表 示 で き る か ど う か を 調 べ る
。 表 示 で き る 場 合 と は 「 有 効 」 の 場 合 で あ り 、 図 ９ に 基 づ い て メ イ ン ス ク リ ー ン を 通 過 す
る 回 数 （ 表 示 回 数 ） に 合 わ せ て 色 の 明 る さ を 落 と す 。 一 方 、 表 示 で き な い 場 合 （ 「 無 効 」
の 場 合 ） に は 画 素 の 色 を 白 ま た は メ イ ン ス ク リ ー ン と 同 等 の 色 に 設 定 す る 。 こ の よ う な 処
理 を 全 て の 画 素 に 対 し て 行 う 。 ま た 、 メ イ ン ス ク リ ー ン に 対 し て も 色 を 変 更 す る 画 素 が あ
る 。 そ れ は 図 ９ に お い て 表 示 回 数 が ２ 以 上 の 場 合 で あ る 。 そ の 画 素 位 置 で は 表 示 回 数 に 応
じ て 色 の 明 る さ を 落 と す 。 こ の よ う に し て 、 メ イ ン ス ク リ ー ン 、 サ ブ ス ク リ ー ン に 投 影 す
る 画 像 が 生 成 さ れ る 。 本 構 成 の 場 合 、 芸 術 的 な 幾 何 学 模 様 な ど の 単 純 な 絵 柄 を 投 影 す る の
が 最 適 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 本 実 施 形 態 に お い て も 、 シ ス テ ム 全 体 の 小 型 化 が 図 れ る と と も に 、 メ ン テ ナ ン ス 作 業 が
容 易 に な る 、 と い っ た 第 １ 実 施 形 態 と 同 様 の 効 果 を 得 る こ と が で き る 。 ま た 、 適 切 な 素 材
の 半 透 明 ス ク リ ー ン 部 材 を 選 択 す る だ け で よ く 、 半 透 明 ス ク リ ー ン 部 材 に 駆 動 手 段 を 設 け
た り 、 加 工 を 施 し た り す る こ と な く 、 第 １ の ス ク リ ー ン 部 材 ４ ２ を 実 現 す る こ と が で き る
。 さ ら に 、 第 ２ の プ ロ ジ ェ ク タ ６ か ら の 画 像 光 と し て 第 １ の プ ロ ジ ェ ク タ ５ か ら の 画 像 光
と 同 じ 色 あ る い は 近 傍 の 色 の み の 光 が 選 択 さ れ て い る の で 、 第 １ の ス ク リ ー ン 部 材 ４ ２ 上
に 投 射 さ れ る 第 １ の プ ロ ジ ェ ク タ ５ 側 の 画 像 が 第 ２ の プ ロ ジ ェ ク タ ６ 側 の 画 像 に よ っ て 邪
魔 さ れ る こ と な く 、 各 ス ク リ ー ン 部 材 ４ ２ ， ３ に 良 好 な 画 像 を 生 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 な お 、 本 発 明 の 技 術 範 囲 は 上 記 実 施 の 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 本 発 明 の 趣 旨 を
逸 脱 し な い 範 囲 に お い て 種 々 の 変 更 を 加 え る こ と が 可 能 で あ る 。 例 え ば 上 記 実 施 形 態 で は
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プ ロ ジ ェ ク タ と ス ク リ ー ン と が 別 体 で 独 立 し て お り 、 組 み 合 わ せ て 使 用 す る 「 プ ロ ジ ェ ク
タ シ ス テ ム 」 の 例 を 挙 げ た が 、 ス ク リ ー ン と 複 数 の プ ロ ジ ェ ク タ と が 筐 体 内 に 収 納 さ れ 、
一 つ の 装 置 と し て 一 体 と な っ た 「 リ ア プ ロ ジ ェ ク タ 」 に 本 発 明 を 適 用 す る こ と も 可 能 で あ
る 。 さ ら に 、 上 記 実 施 形 態 で は ２ 面 式 の ス ク リ ー ン の 例 を 挙 げ た が 、 ３ 面 以 上 の ス ク リ ー
ン を 備 え て も 良 く 、 複 数 の ス ク リ ー ン の 設 置 方 向 も 上 記 実 施 形 態 の 鉛 直 方 向 、 水 平 方 向 （
２ 面 の 場 合 ） の 他 、 鑑 賞 者 の 正 面 方 向 お よ び 側 面 方 向 に 設 置 す る な ど し て も 良 い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ １ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 の プ ロ ジ ェ ク タ シ ス テ ム の 概 略 構 成 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 第 １ の ス ク リ ー ン 部 材 の 要 部 の 正 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 同 、 第 １ の ス ク リ ー ン 部 材 の 動 作 を 説 明 す る た め の 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 の プ ロ ジ ェ ク タ シ ス テ ム の 概 略 構 成 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 第 ３ 実 施 形 態 の プ ロ ジ ェ ク タ シ ス テ ム の 概 略 構 成 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 第 ４ 実 施 形 態 の プ ロ ジ ェ ク タ シ ス テ ム の 概 略 構 成 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 同 実 施 形 態 に お い て 、 オ リ ジ ナ ル 画 像 か ら 各 ス ク リ ー ン 部 材 に 映 し 出 す 画 像 を 生
成 す る 方 法 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ８ 】 同 実 施 形 態 に お い て 、 第 １ 、 第 ２ の ス ク リ ー ン 部 材 間 の 座 標 の 対 応 表 の 一 例 で あ
る 。
【 図 ９ 】 メ イ ン ス ク リ ー ン 座 標 の サ ブ ス ク リ ー ン へ の 画 像 光 の 通 過 回 数 の 対 応 表 の 一 例 で
あ る 。
【 図 １ ０ 】 従 来 の プ ロ ジ ェ ク タ シ ス テ ム の 概 略 構 成 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 １ ， ２ １ ， ３ １ ， ４ １ … プ ロ ジ ェ ク タ シ ス テ ム 、 ２ ， ２ ２ ， ３ ２ ， ４ ２ … 第 １ の ス ク リ
ー ン 部 材 、 ３ … 第 ２ の ス ク リ ー ン 部 材 、 ４ … ス ク リ ー ン 、 ５ … 第 １ の プ ロ ジ ェ ク タ 、 ６ …
第 ２ の プ ロ ジ ェ ク タ 、 １ ０ … ス ク リ ー ン 部 材 、 ２ ３ … 孔 。
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】
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